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わたしは知っている知っているっている
黙示録 2:18-29

2:18 また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃にある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃御使いに書き送れ。『燃いに書き送れ。『燃き送れ。『燃送れ。『燃れ。『燃燃
える炎のような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のち、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神のは知っている光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神の輝く真鍮のような神のく真鍮のような神の真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の神のの御使いに書き送れ。『燃

子が、こう言われる──。が、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃こう言われる──。われる──。

2:19 わたしは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐い、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたの御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐忍耐
を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の知っているっている。また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃初めの行いにまさる、近ごろの行いもめの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いにまさる、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃近ごろの行いもごろの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いも

知っているっている。

2:20 けれども、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたには知っている責めるべきことがある。あなたは、めるべき送れ。『燃こと信仰と奉仕と忍耐がある。あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃
あの御使いに書き送れ。『燃女、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のすがままにさせている。この御使いに書き送れ。『燃女は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃預言われる──。

者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、だと信仰と奉仕と忍耐自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、しているが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃わたしの御使いに書き送れ。『燃しもべたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の教えて惑わし、わし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

淫らなことを行わせ、偶像に献げた物を食べさせている。らな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のこと信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐わせ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃偶像に献げた物を食べさせている。に献げた物を食べさせている。げた物を食べさせている。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の食べさせている。べさせている。

2:21 わたしは知っている悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いい改める機会を与えたが、この女は淫らな行いめる機会の御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の与えたが、この女は淫らな行いえたが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃女は知っている淫らなことを行わせ、偶像に献げた物を食べさせている。らな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐い
を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いい改める機会を与えたが、この女は淫らな行いめようと信仰と奉仕と忍耐しな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のい。

2:22 見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女よ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃わたしは知っているこの御使いに書き送れ。『燃女を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の病の床に投げ込む。また、この女の御使いに書き送れ。『燃床に投げ込む。また、この女に投げ込む。また、この女げ込む。また、この女む。また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃女
と信仰と奉仕と忍耐姦淫らなことを行わせ、偶像に献げた物を食べさせている。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐う者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、たちも、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃女の御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の離れて悔い改めないなれて悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いい改める機会を与えたが、この女は淫らな行いめな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

ら、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃大きな患難の中に投げ込む。き送れ。『燃な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の患難の中に投げ込む。の御使いに書き送れ。『燃中に投げ込む。に投げ込む。また、この女げ込む。また、この女む。

2:23 また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃女の御使いに書き送れ。『燃子が、こう言われる──。どもたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の死病の床に投げ込む。また、この女で殺す。こうしてすべて殺す。こうしてすべてす。こうしてすべて
の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃わたしが人の思いと心を探る者であることを知る。の御使いに書き送れ。『燃思いと心を探る者であることを知る。いと信仰と奉仕と忍耐心を探る者であることを知る。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の探る者であることを知る。る者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、で殺す。こうしてすべてあること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の知っているる。

わたしは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたがたの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いに応じて一人ひとりに報いる。じて一人の思いと心を探る者であることを知る。ひと信仰と奉仕と忍耐り輝く真鍮のような神のに報いる。いる。

2:24 しかし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃にいる残りの者たち、この教えを受り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、たち、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃教えを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の受
け入れず、いわゆる「サタンの深み」を知らないあなたがたにれず、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃いわゆる「サタンの深み」を知らないあなたがたにサタンの深み」を知らないあなたがたにの御使いに書き送れ。『燃深み」を知らないあなたがたにみ」を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の知っているらな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいあな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたがたに

言われる──。う。わたしは知っているあな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたがたに、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ほかの御使いに書き送れ。『燃重荷を負わせない。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の負わせない。わせな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のい。

2:25 ただ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたがたが持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のっているもの御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃わたしが行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐く真鍮のような神のまで殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃
しっかり輝く真鍮のような神の保ちなさい。ちな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のさい。

2:26 勝利を得る者、最後までわたしのわざを守る者には、諸国を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の得る者、最後までわたしのわざを守る者には、諸国る者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃最後までわたしのわざを守る者には、諸国まで殺す。こうしてすべてわたしの御使いに書き送れ。『燃わざを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の守る者には、諸国る者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、には知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃諸国
の御使いに書き送れ。『燃民を支配する権威を与える。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の支配する権威を与える。する権威を与える。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の与えたが、この女は淫らな行いえる。

2:27 彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。は知っている鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。の御使いに書き送れ。『燃杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。で殺す。こうしてすべて彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。らを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の牧する。土の器を砕くように。する。土の器を砕くように。の御使いに書き送れ。『燃器を砕くように。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の砕くように。く真鍮のような神のように。
2:28 わたしも父から支配する権威を受けたが、それと同じであから支配する権威を与える。する権威を与える。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の受けたが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃それと信仰と奉仕と忍耐同じであじで殺す。こうしてすべてあ
る。また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃勝利を得る者、最後までわたしのわざを守る者には、諸国を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の得る者、最後までわたしのわざを守る者には、諸国る者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、には知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃わたしは知っている明けの明星を与える。けの御使いに書き送れ。『燃明けの明星を与える。星を与える。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の与えたが、この女は淫らな行いえる。

2:29 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさの御使いに書き送れ。『燃ある者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃御霊が諸教会に告げることを聞きなさが諸教会の御使いに書き送れ。『燃に告げることを聞きなさげること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の聞きなさき送れ。『燃な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のさ
い。』



　一、キリストの目キリストの目の目目

　キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃に「サタンの深み」を知らないあなたがたに燃える炎のような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のち、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神のは知っている光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神の輝く真鍮のような神のく真鍮のような神の真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の神のの御使いに書き送れ。『燃子が、こう言われる──。」（18節）というと信仰と奉仕と忍耐いう

姿で現われています。「燃える炎のような目」は、キリストがで殺す。こうしてすべて現われています。「燃える炎のような目」は、キリストがわれています。「サタンの深み」を知らないあなたがたに燃える炎のような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の」は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をが

「サタンの深み」を知らないあなたがたに人の思いと心を探る者であることを知る。の御使いに書き送れ。『燃思いと心を探る者であることを知る。いと信仰と奉仕と忍耐心を探る者であることを知る。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の探る者であることを知る。る」お方であることを示しています（方であることを示しています（で殺す。こうしてすべてあること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の示しています（23

節）という。七つの教会へのメッセージのどれにも「わたしは…知っつの御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃への御使いに書き送れ。『燃メッセージのどれにも「わたしは…知っの御使いに書き送れ。『燃どれにも「サタンの深み」を知らないあなたがたにわたしは知っている…知っ知っているっ

ている」と信仰と奉仕と忍耐いう言われる──。葉があるように、キリストは、教会を見守りがあるように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女守る者には、諸国り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

その御使いに書き送れ。『燃信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の知っているっていてく真鍮のような神のださいます。

　キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っているティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃進歩を目に留め、誉めておを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のに留め、誉めておめ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃誉めておめてお方であることを示しています（

られます。「サタンの深み」を知らないあなたがたにわたしは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐い、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたの御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐奉

仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の知っているっている。また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃初めの行いにまさる、近ごろの行いもめの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いにまさる、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃近ごろの行いもごろの御使いに書き送れ。『燃

行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いも知っているっている」（19節）というと信仰と奉仕と忍耐キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている言われる──。ってお方であることを示しています（られます。

「サタンの深み」を知らないあなたがたに愛と信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐…知っ忍耐」と信仰と奉仕と忍耐あり輝く真鍮のような神のますが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃テサロニケ第一第一 1:3（新

改める機会を与えたが、この女は淫らな行い訳第二版）というに「サタンの深み」を知らないあなたがたに信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃働き、愛の労苦、…望みの忍耐」とあき送れ。『燃、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃労苦、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃…知っ望みの忍耐」とあみの御使いに書き送れ。『燃忍耐」と信仰と奉仕と忍耐あ

るように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに忍耐」は知っている「サタンの深み」を知らないあなたがたに希望みの忍耐」とあ」から出たものですから、ティアたもの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてすから、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ティア

ティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃エペソの教会が「信仰の行い、愛の労苦、希の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃が「サタンの深み」を知らないあなたがたに信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐い、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃労苦、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃希

望みの忍耐」とあの御使いに書き送れ。『燃忍耐」（黙示録 2:2）というにお方であることを示しています（いて誉めておめられたの御使いに書き送れ。『燃と信仰と奉仕と忍耐同じであじく真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃そ

の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃希望みの忍耐」とあ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐」が誉めておめられています。エペソの教会が「信仰の行い、愛の労苦、希の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃場

合は「初めの愛」から後退したのですが、ティアティラの教会は知っている「サタンの深み」を知らないあなたがたに初めの行いにまさる、近ごろの行いもめの御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐」から後までわたしのわざを守る者には、諸国退したのですが、ティアティラの教会したの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてすが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃

で殺す。こうしてすべては知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃希望みの忍耐」とあ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐から生まれた行いが、「初めの行いにままれた行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに初めの行いにまさる、近ごろの行いもめの御使いに書き送れ。『燃行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐いにま

さる」もの御使いに書き送れ。『燃にな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のっていました。進歩を目に留め、誉めておしていたの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。

　地上の教会は、自らの罪と世の悪と格闘している「闘う教の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃自らの御使いに書き送れ。『燃罪と世の悪と格闘している「闘う教と信仰と奉仕と忍耐世の悪と格闘している「闘う教の御使いに書き送れ。『燃悪と格闘している「闘う教と信仰と奉仕と忍耐格闘している「闘う教している「サタンの深み」を知らないあなたがたに闘している「闘う教う教

会の御使いに書き送れ。『燃」で殺す。こうしてすべてあり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃天を目指す「途上の教会」、「巡礼者の教会」でを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の指す「途上の教会」、「巡礼者の教会」です「サタンの深み」を知らないあなたがたに途上の教会は、自らの罪と世の悪と格闘している「闘う教の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃」、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに巡礼者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃」で殺す。こうしてすべて

す。どんな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のに立派な教会でも、「信仰、希望、愛」のすべてにな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の教会の御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべても、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃希望みの忍耐」とあ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐」の御使いに書き送れ。『燃すべてに

お方であることを示しています（いて完璧な教会はありません。どこかに欠けがあり、弱さがな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の教会の御使いに書き送れ。『燃は知っているあり輝く真鍮のような神のません。どこかに欠けがあり、弱さがけがあり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃弱さがさが

あり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神のらな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のさがあり輝く真鍮のような神のます。エペソの教会が「信仰の行い、愛の労苦、希の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃ように「サタンの深み」を知らないあなたがたに信仰と奉仕と忍耐」に

堅く立っている教会であっても、キリストへの「初めの愛」をく真鍮のような神の立っている教会の御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてあっても、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をへの御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに初めの行いにまさる、近ごろの行いもめの御使いに書き送れ。『燃愛と信仰と奉仕と忍耐」を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の



失いかけている教会もあります。スミルナの教会のように、困いかけている教会の御使いに書き送れ。『燃もあり輝く真鍮のような神のます。スミルをなすがままにさせている。この女は、預言ナの教会のように、困の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃ように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃困

難の中に投げ込む。な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の中に投げ込む。で殺す。こうしてすべて「サタンの深み」を知らないあなたがたに希望みの忍耐」とあ」を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の失いかけている教会もあります。スミルナの教会のように、困い、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃落胆しかけている教会もあるでしょしかけている教会の御使いに書き送れ。『燃もあるで殺す。こうしてすべてしょ

う。ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃真理」を守ることにおい」を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の守る者には、諸国ること信仰と奉仕と忍耐にお方であることを示しています（い

て弱さがい面があり、間違った教えが教会の中に広がるのを許してがあり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃間違った教えが教会の中に広がるのを許してった教えが教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃中に投げ込む。に広がるのを許してがるの御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の許してして

いました。この御使いに書き送れ。『燃ように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃様々な問題点を持っているのが地上のな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の問題点を持っているのが地上のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のっているの御使いに書き送れ。『燃が地上の教会は、自らの罪と世の悪と格闘している「闘う教の御使いに書き送れ。『燃

教会の御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。どれも完全ではありません。で殺す。こうしてすべては知っているあり輝く真鍮のような神のません。

　それで殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに教会の御使いに書き送れ。『燃と信仰と奉仕と忍耐言われる──。っても、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃世の悪と格闘している「闘う教の御使いに書き送れ。『燃中に投げ込む。と信仰と奉仕と忍耐同じであじような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のもの御使いに書き送れ。『燃だし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

それで殺す。こうしてすべてもかまわな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいの御使いに書き送れ。『燃だ」と信仰と奉仕と忍耐言われる──。う人の思いと心を探る者であることを知る。がいますが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃それは知っている違った教えが教会の中に広がるのを許していま

す。キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の温かい目で見てくださいますが、教会かい目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神ので殺す。こうしてすべて見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女てく真鍮のような神のださいますが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃

に不純なものがある時、キリストはそれに対して厳しい目を向な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のもの御使いに書き送れ。『燃がある時、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っているそれに対して厳しい目を向して厳しい目を向しい目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の向

けられます。キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている教会の御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のほんと信仰と奉仕と忍耐うに愛と信仰と奉仕と忍耐してお方であることを示しています（られるの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

教会の御使いに書き送れ。『燃が誤った教えに毒されることを黙って見ていることができった教えに毒されることを黙って見ていることができされること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の黙って見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女ていること信仰と奉仕と忍耐がで殺す。こうしてすべてき送れ。『燃

な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたにどうせ私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っている罪と世の悪と格闘している「闘う教人の思いと心を探る者であることを知る。な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃だから」と信仰と奉仕と忍耐

言われる──。って、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃罪と世の悪と格闘している「闘う教を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いい改める機会を与えたが、この女は淫らな行いめな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいで殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃中に投げ込む。に留め、誉めておまること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃主はよは知っているよ

しと信仰と奉仕と忍耐されな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。「サタンの深み」を知らないあなたがたに教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている罪と世の悪と格闘している「闘う教人の思いと心を探る者であることを知る。の御使いに書き送れ。『燃集まりである」というのまり輝く真鍮のような神ので殺す。こうしてすべてある」と信仰と奉仕と忍耐いうの御使いに書き送れ。『燃

は知っている本当です。しかし、その場合の「罪人」というのは、「罪をで殺す。こうしてすべてす。しかし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃場合は「初めの愛」から後退したのですが、ティアティラの教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに罪と世の悪と格闘している「闘う教人の思いと心を探る者であることを知る。」と信仰と奉仕と忍耐いうの御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに罪と世の悪と格闘している「闘う教を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いい改める機会を与えたが、この女は淫らな行いめ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃罪と世の悪と格闘している「闘う教を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の赦され、罪から聖められつつある者」という意され、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃罪と世の悪と格闘している「闘う教から聖められつつある者」という意められつつある者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、」と信仰と奉仕と忍耐いう意

味です。「罪赦された罪人」として聖なる神の前にひれ伏す人で殺す。こうしてすべてす。「サタンの深み」を知らないあなたがたに罪と世の悪と格闘している「闘う教赦され、罪から聖められつつある者」という意された罪と世の悪と格闘している「闘う教人の思いと心を探る者であることを知る。」と信仰と奉仕と忍耐して聖められつつある者」という意な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のる神のの御使いに書き送れ。『燃前にひれ伏す人にひれ伏す人す人の思いと心を探る者であることを知る。

の御使いに書き送れ。『燃こと信仰と奉仕と忍耐で殺す。こうしてすべてす。「サタンの深み」を知らないあなたがたにどうせ罪と世の悪と格闘している「闘う教人の思いと心を探る者であることを知る。な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃だから」と信仰と奉仕と忍耐いうの御使いに書き送れ。『燃は知っている「サタンの深み」を知らないあなたがたに開き直き送れ。『燃直

り輝く真鍮のような神の」で殺す。こうしてすべてあって、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ほんと信仰と奉仕と忍耐うには知っている自分が罪人であることが分かってが罪と世の悪と格闘している「闘う教人の思いと心を探る者であることを知る。で殺す。こうしてすべてあること信仰と奉仕と忍耐が分が罪人であることが分かってかって

いな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のい言われる──。葉があるように、キリストは、教会を見守りで殺す。こうしてすべてす。

　キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃温かい目で見てくださいますが、教会かい眼差しで私たちを見ていてくださいますしで殺す。こうしてすべて私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女ていてく真鍮のような神のださいます。

しかし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃同じであ時に、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちの御使いに書き送れ。『燃隠れた思いまでも、その「燃える炎れた思いと心を探る者であることを知る。いまで殺す。こうしてすべても、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに燃える炎のような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

の御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の」で殺す。こうしてすべて見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女通されます。このお方を信じているなら、真されます。この御使いに書き送れ。『燃お方であることを示しています（方であることを示しています（を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の信じているな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のら、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃真

実に悔い改め、赦しの喜びに生かされ、信仰と希望と愛に成長に悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いい改める機会を与えたが、この女は淫らな行いめ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃赦され、罪から聖められつつある者」という意しの御使いに書き送れ。『燃喜びに生かされ、信仰と希望と愛に成長びに生まれた行いが、「初めの行いにまかされ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐希望みの忍耐」とあと信仰と奉仕と忍耐愛と信仰と奉仕と忍耐に成長

していき送れ。『燃たいと信仰と奉仕と忍耐思いと心を探る者であることを知る。います。たと信仰と奉仕と忍耐え足は光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神のな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいと信仰と奉仕と忍耐ころがあっても、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

主はよの御使いに書き送れ。『燃恵みによって一歩でも前進できるなら、主はそれを喜んでみによって一歩を目に留め、誉めておで殺す。こうしてすべても前にひれ伏す人進で殺す。こうしてすべてき送れ。『燃るな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のら、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃主はよは知っているそれを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の喜びに生かされ、信仰と希望と愛に成長んで殺す。こうしてすべて



く真鍮のような神のださり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃こと信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の温かい目で見てくださいますが、教会かい目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神ので殺す。こうしてすべて見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女てく真鍮のような神のださるの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。

　二、キリストの目キリストの目の目足

　キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っているまた、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神の輝く真鍮のような神のく真鍮のような神の真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の足は光り輝く真鍮のような神の」を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のってお方であることを示しています（ら

れます。「サタンの深み」を知らないあなたがたに真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神の」は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神ので殺す。こうしてすべて敵を踏み潰してしまうことを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の踏み潰してしまうことみ潰してしまうことしてしまうこと信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

つまり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をの御使いに書き送れ。『燃力ある裁きを表しています。詩篇ある裁きを表しています。詩篇き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の表しています。詩篇しています。詩篇 60:12に

「サタンの深み」を知らないあなたがたに神のにあって私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っている力ある裁きを表しています。詩篇ある働き、愛の労苦、…望みの忍耐」とあき送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のします。神のが私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちの御使いに書き送れ。『燃敵を踏み潰してしまうことを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

踏み潰してしまうことみつけてく真鍮のような神のださいます」と信仰と奉仕と忍耐あるように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃神のは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃正しい者を踏しい者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の踏み潰してしまうこと

みにじってき送れ。『燃た者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、たちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の裁きを表しています。詩篇き送れ。『燃、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神ので殺す。こうしてすべて踏み潰してしまうことみつけてく真鍮のような神のださるの御使いに書き送れ。『燃

で殺す。こうしてすべてす。

　ここで殺す。こうしてすべては知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたにイゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言」と信仰と奉仕と忍耐呼ばれている偽預言者とその教えばれている偽預言われる──。者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、と信仰と奉仕と忍耐その御使いに書き送れ。『燃教え

に従っている者への裁きが書かれています。この偽預言者はっている者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、への御使いに書き送れ。『燃裁きを表しています。詩篇き送れ。『燃が書き送れ。『燃かれています。この御使いに書き送れ。『燃偽預言われる──。者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、は知っている

「サタンの深み」を知らないあなたがたにイゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言」と信仰と奉仕と忍耐呼ばれている偽預言者とその教えばれているからと信仰と奉仕と忍耐いって、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃女性とはかぎりまと信仰と奉仕と忍耐は知っているかぎり輝く真鍮のような神のま

せん。「サタンの深み」を知らないあなたがたに教会の御使いに書き送れ。『燃」は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ギリシャ語では女性名詞なので、代名詞で語では女性名詞なので、代名詞でで殺す。こうしてすべては知っている女性とはかぎりま名詞なので、代名詞でな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃代名詞なので、代名詞でで殺す。こうしてすべて

は知っている「サタンの深み」を知らないあなたがたに彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。女」と信仰と奉仕と忍耐呼ばれている偽預言者とその教えばれます。国家も、女性扱いされ、アメリカがも、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃女性とはかぎりま扱いされ、アメリカがいされ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃アメリカがが

「サタンの深み」を知らないあなたがたに彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。女」と信仰と奉仕と忍耐呼ばれている偽預言者とその教えばれるの御使いに書き送れ。『燃と信仰と奉仕と忍耐同じであじで殺す。こうしてすべてす。最近ごろの行いも知っているった “God Bless

America Again””と信仰と奉仕と忍耐いう歌にはには知っている

God bless America again”
you see all the troubles that she’s in”
Wash her pretty face dry her eyes an”d then”
God bless America again” 

と信仰と奉仕と忍耐あって、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃アメリカがに対して厳しい目を向して“her face”や“her eyes”と信仰と奉仕と忍耐いう言われる──。

葉があるように、キリストは、教会を見守りが使いに書き送れ。『燃われています。教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている「サタンの深み」を知らないあなたがたにキリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をの御使いに書き送れ。『燃花嫁」であり、「信」で殺す。こうしてすべてあり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに信

仰と奉仕と忍耐者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、の御使いに書き送れ。『燃母」と呼ばれてきました。キリストへの献身を誓い、信」と信仰と奉仕と忍耐呼ばれている偽預言者とその教えばれてき送れ。『燃ました。キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をへの御使いに書き送れ。『燃献げた物を食べさせている。身を誓い、信を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の誓い、信い、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃信

徒を養う教会に対して、キリストに逆らい、信徒を食い物にすを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の養う教会に対して、キリストに逆らい、信徒を食い物にすう教会の御使いに書き送れ。『燃に対して厳しい目を向して、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をに逆らい、信徒を食い物にすらい、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃信徒を養う教会に対して、キリストに逆らい、信徒を食い物にすを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の食べさせている。い物を食べさせている。にす

る存在が旧約の悪女「イゼベル」の名で呼ばれているのです。が旧約の悪女「イゼベル」の名で呼ばれているのです。の御使いに書き送れ。『燃悪と格闘している「闘う教女「サタンの深み」を知らないあなたがたにイゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言」の御使いに書き送れ。『燃名で殺す。こうしてすべて呼ばれている偽預言者とその教えばれているの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。

　イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言がどれほどの御使いに書き送れ。『燃悪と格闘している「闘う教女で殺す。こうしてすべてあったかは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃列王記第一 16 章

から列王記第二 9 章にかけて書き送れ。『燃かれています。イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言は知っているシド



ンの深み」を知らないあなたがたにの御使いに書き送れ。『燃王女で殺す。こうしてすべてしたが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃イスラにある教会の御使いに書き送れ。『燃エルをなすがままにさせている。この女は、預言の御使いに書き送れ。『燃王アハブに嫁ぎました。そのに嫁」であり、「信ぎました。その御使いに書き送れ。『燃

時、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃自分が罪人であることが分かっての御使いに書き送れ。『燃国の御使いに書き送れ。『燃神のバアルをなすがままにさせている。この女は、預言を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のイスラにある教会の御使いに書き送れ。『燃エルをなすがままにさせている。この女は、預言に持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のち込む。また、この女み、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃バアルをなすがままにさせている。この女は、預言崇拝

を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の盛んにしました。アハブ王には気弱なところがあって、実際んにしました。アハブに嫁ぎました。その王には知っている気弱さがな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のと信仰と奉仕と忍耐ころがあって、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃実に悔い改め、赦しの喜びに生かされ、信仰と希望と愛に成長際

に王宮を動かしていたのはイゼベルだったようです。あるときを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の動かしていたのはイゼベルだったようです。あるときかしていたの御使いに書き送れ。『燃は知っているイゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言だったようで殺す。こうしてすべてす。あると信仰と奉仕と忍耐き送れ。『燃、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

アハブに嫁ぎました。その王が自分が罪人であることが分かっての御使いに書き送れ。『燃王宮を動かしていたのはイゼベルだったようです。あるときの御使いに書き送れ。『燃隣にあるナボテの畑を欲しくなり、そにあるナの教会のように、困ボテの御使いに書き送れ。『燃畑を欲しくなり、そを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の欲しくなり、そしく真鍮のような神のな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃そ

れを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の買おうとしました。ナボテがそれを拒否したため、アハブお方であることを示しています（うと信仰と奉仕と忍耐しました。ナの教会のように、困ボテがそれを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の拒否したため、アハブしたため、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃アハブに嫁ぎました。その

王は知っているたいへん不機嫌になりました。イゼベルがなぜ不機嫌なのにな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神のました。イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言がな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のぜ不機嫌なの不機嫌になりました。イゼベルがなぜ不機嫌なのな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃

かと信仰と奉仕と忍耐王に尋ねたところ、王は事情を話しました。すると、イゼねたと信仰と奉仕と忍耐ころ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃王は知っている事情を話しました。すると、イゼを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の話しました。すると、イゼしました。すると信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃イゼ

ベルをなすがままにさせている。この女は、預言は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに神のと信仰と奉仕と忍耐王を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の呪った」という罪をナボテに着せ、ナボテった」と信仰と奉仕と忍耐いう罪と世の悪と格闘している「闘う教を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のナの教会のように、困ボテに着せ、ナボテせ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ナの教会のように、困ボテ

を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の殺す。こうしてすべてして、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃畑を欲しくなり、そを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のアハブに嫁ぎました。その王の御使いに書き送れ。『燃もの御使いに書き送れ。『燃にしてしまいました。聖められつつある者」という意書き送れ。『燃

は知っているイゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言についてこう書き送れ。『燃いています。「サタンの深み」を知らないあなたがたにアハブに嫁ぎました。そのの御使いに書き送れ。『燃ように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃自

らを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の裏切って主の目に悪であることを行った者は、だれもいなって主はよの御使いに書き送れ。『燃目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のに悪と格闘している「闘う教で殺す。こうしてすべてあること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐った者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃だれもいな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

かった。彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。の御使いに書き送れ。『燃妻イゼベルが彼をそそのかしたのである。」（列イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言が彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のそその御使いに書き送れ。『燃かしたの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてある。」（列

王記第一 21:25）という

　イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言は知っているアハブに嫁ぎました。その王が死んで殺す。こうしてすべて息子が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『燃ヨラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ムが王になったときが王にな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のったと信仰と奉仕と忍耐き送れ。『燃

も、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃王の御使いに書き送れ。『燃母」と呼ばれてきました。キリストへの献身を誓い、信と信仰と奉仕と忍耐して権力ある裁きを表しています。詩篇を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のふるいました。ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃にいた偽

預言われる──。者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言の御使いに書き送れ。『燃ように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃狡猾で強引な方法で、教会で殺す。こうしてすべて強引な方法で、教会な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の方であることを示しています（法で、教会で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃

を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の荒らしていたのです。「女と姦淫を行う者」（らしていたの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。「サタンの深み」を知らないあなたがたに女と信仰と奉仕と忍耐姦淫らなことを行わせ、偶像に献げた物を食べさせている。を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐う者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、」（22節）というと信仰と奉仕と忍耐いう

の御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をへの御使いに書き送れ。『燃忠誠を捨て、イゼベルの教えを受け入れてを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の捨て、イゼベルの教えを受け入れてて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言の御使いに書き送れ。『燃教えを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の受け入れず、いわゆる「サタンの深み」を知らないあなたがたにれて

いる人の思いと心を探る者であることを知る。々な問題点を持っているのが地上のの御使いに書き送れ。『燃こと信仰と奉仕と忍耐で殺す。こうしてすべてす。「サタンの深み」を知らないあなたがたにこの御使いに書き送れ。『燃女の御使いに書き送れ。『燃子が、こう言われる──。どもたち」（23節）というと信仰と奉仕と忍耐いう

の御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃分が罪人であることが分かって派な教会でも、「信仰、希望、愛」のすべてにの御使いに書き送れ。『燃指す「途上の教会」、「巡礼者の教会」で導者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、や後までわたしのわざを守る者には、諸国継者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、たちの御使いに書き送れ。『燃こと信仰と奉仕と忍耐で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃旧約の悪女「イゼベル」の名で呼ばれているのです。の御使いに書き送れ。『燃時代に、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言が裁きを表しています。詩篇かれたように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。らにもキリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をの御使いに書き送れ。『燃裁きを表しています。詩篇き送れ。『燃が降るのるの御使いに書き送れ。『燃

で殺す。こうしてすべてす。

　偽預言われる──。者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、イゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言の御使いに書き送れ。『燃教えを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の受け入れず、いわゆる「サタンの深み」を知らないあなたがたにれるさいに、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃バプテ

スマに相当するなんらかの儀式があったようです。「サタンのに相当です。しかし、その場合の「罪人」というのは、「罪をするな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のんらかの御使いに書き送れ。『燃儀式があったようです。「サタンのがあったようで殺す。こうしてすべてす。「サタンの深み」を知らないあなたがたにサタンの深み」を知らないあなたがたにの御使いに書き送れ。『燃

深み」を知らないあなたがたにみ」（24節）というと信仰と奉仕と忍耐呼ばれている偽預言者とその教えばれているの御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃こと信仰と奉仕と忍耐だろうと信仰と奉仕と忍耐思いと心を探る者であることを知る。われ

ます。この御使いに書き送れ。『燃教えに影響されても、最終的にはそれに加わらなされても、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃最終的にはそれに加わらなには知っているそれに加わらなわらな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の



かった信徒を養う教会に対して、キリストに逆らい、信徒を食い物にすに、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている特別な要求は何もなさいませんでしな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の要求は何もなさいませんでしは知っている何もなさいませんでしもな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のさいませんで殺す。こうしてすべてし

た。「サタンの深み」を知らないあなたがたにただ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたがたが持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のっているもの御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃わたしが行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐く真鍮のような神のま

で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃しっかり輝く真鍮のような神の保ちなさい。ちな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のさい」（25節）というと信仰と奉仕と忍耐だけ言われる──。ってお方であることを示しています（られます。

伝えられた真理をしっかりと保っていること、主はそれを教会えられた真理」を守ることにおいを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のしっかり輝く真鍮のような神のと信仰と奉仕と忍耐保ちなさい。っていること信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃主はよは知っているそれを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の教会の御使いに書き送れ。『燃

に求は何もなさいませんでしめました。教会の御使いに書き送れ。『燃を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の惑わし、わし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃破壊し、踏みにじろうとする者し、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃踏み潰してしまうことみにじろうと信仰と奉仕と忍耐する者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、

を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っているその御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神の」で殺す。こうしてすべて踏み潰してしまうことみつけられます。それと信仰と奉仕と忍耐

共に、キリストは信じる者にも真理に堅く立つ「真鍮の足」をに、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている信じる者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、にも真理」を守ることにおいに堅く立っている教会であっても、キリストへの「初めの愛」をく真鍮のような神の立つ「サタンの深み」を知らないあなたがたに真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神の」を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のつようにと信仰と奉仕と忍耐教えてお方であることを示しています（られるの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。

　三、キリストの目私たちの足備えたちの目足備ええ

　ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃が間違った教えが教会の中に広がるのを許してった教えに惑わし、わされたような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のこと信仰と奉仕と忍耐

は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃後までわたしのわざを守る者には、諸国の御使いに書き送れ。『燃歴史に何度もありました。同じことは今もありまに何もなさいませんでし度もありました。同じことは今もありまもあり輝く真鍮のような神のました。同じであじこと信仰と奉仕と忍耐は知っている今もありまもあり輝く真鍮のような神のま

す。地上の教会は、自らの罪と世の悪と格闘している「闘う教の御使いに書き送れ。『燃教会の御使いに書き送れ。『燃は知っている真理」を守ることにおいの御使いに書き送れ。『燃ために闘している「闘う教う、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃主はよの御使いに書き送れ。『燃軍勢であり、信仰者で殺す。こうしてすべてあり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃信仰と奉仕と忍耐者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、

は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃兵士です。エペソで殺す。こうしてすべてす。エペソの教会が「信仰の行い、愛の労苦、希 6:14 ｰ 17には知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに霊が諸教会に告げることを聞きなさの御使いに書き送れ。『燃戦い」のためい」の御使いに書き送れ。『燃ため

の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに神のの御使いに書き送れ。『燃武具」が記されています。「腰には真理の帯、胸には」が記されています。「サタンの深み」を知らないあなたがたに腰には真理の帯、胸にはには知っている真理」を守ることにおいの御使いに書き送れ。『燃帯、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃胸にはには知っている

正しい者を踏義の胸当て、足には平和の福音の備え、左手には信仰の盾、の御使いに書き送れ。『燃胸には当です。しかし、その場合の「罪人」というのは、「罪をて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神のには知っている平和の福音の備え、左手には信仰の盾、の御使いに書き送れ。『燃福音の備え、左手には信仰の盾、の御使いに書き送れ。『燃備え、左手には信仰の盾、え、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃左手には信仰の盾、には知っている信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃盾、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

頭には救いのかぶと、そして右手には御霊の剣、すなわち神のには知っている救いのかぶと、そして右手には御霊の剣、すなわち神のいの御使いに書き送れ。『燃かぶと信仰と奉仕と忍耐、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃そして右手には信仰の盾、には知っている御霊が諸教会に告げることを聞きなさの御使いに書き送れ。『燃剣、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃すな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のわち神のの御使いに書き送れ。『燃

こと信仰と奉仕と忍耐ば。」私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っているこうしたもの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべて身を誓い、信支度もありました。同じことは今もありまを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のしている必要があ

り輝く真鍮のような神のます。「サタンの深み」を知らないあなたがたに平和の福音の備え、左手には信仰の盾、の御使いに書き送れ。『燃福音の備え、左手には信仰の盾、の御使いに書き送れ。『燃備え、左手には信仰の盾、え」は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたにな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のんと信仰と奉仕と忍耐美しいことか、良しいこと信仰と奉仕と忍耐か、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃良

い知っているらせを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の伝えられた真理をしっかりと保っていること、主はそれを教会える人の思いと心を探る者であることを知る。たちの御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神のは知っている」（ローマに相当するなんらかの儀式があったようです。「サタンの 10:15）というと信仰と奉仕と忍耐ある言われる──。葉があるように、キリストは、教会を見守り

を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の思いと心を探る者であることを知る。い起こさせます。「足に福音を履く」というのは、伝令をこさせます。「サタンの深み」を知らないあなたがたに足は光り輝く真鍮のような神のに福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の履く」というのは、伝令をく真鍮のような神の」と信仰と奉仕と忍耐いうの御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃伝えられた真理をしっかりと保っていること、主はそれを教会令をを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

伝えられた真理をしっかりと保っていること、主はそれを教会える兵士です。エペソの御使いに書き送れ。『燃ように福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の伝えられた真理をしっかりと保っていること、主はそれを教会え知っているらせること信仰と奉仕と忍耐を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の指す「途上の教会」、「巡礼者の教会」でしています。

　そして同じであ時に、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに足は光り輝く真鍮のような神のに福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の履く」というのは、伝令をく真鍮のような神の」と信仰と奉仕と忍耐いうの御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の伝えられた真理をしっかりと保っていること、主はそれを教会え

る前にひれ伏す人に、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちが福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の信じ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃理」を守ることにおい解し、福音に生きることも意し、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃福音の備え、左手には信仰の盾、に生まれた行いが、「初めの行いにまき送れ。『燃ること信仰と奉仕と忍耐も意

味です。「罪赦された罪人」として聖なる神の前にひれ伏す人しています。履く」というのは、伝令を物を食べさせている。は知っている歩を目に留め、誉めておいたり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃走ったりするために必要なもったり輝く真鍮のような神のするために必要な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のも

の御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃聖められつつある者」という意書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべては知っている信仰と奉仕と忍耐の御使いに書き送れ。『燃生まれた行いが、「初めの行いにま活が「歩くこと」や「走ること」に譬が「サタンの深み」を知らないあなたがたに歩を目に留め、誉めておく真鍮のような神のこと信仰と奉仕と忍耐」や「サタンの深み」を知らないあなたがたに走ったりするために必要なもること信仰と奉仕と忍耐」に譬

えられています。で殺す。こうしてすべてすから、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃「サタンの深み」を知らないあなたがたに福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の履く」というのは、伝令をく真鍮のような神の」と信仰と奉仕と忍耐いうの御使いに書き送れ。『燃は知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とた



ちが「サタンの深み」を知らないあなたがたに福音の備え、左手には信仰の盾、にふさしく真鍮のような神の生まれた行いが、「初めの行いにま活が「歩くこと」や「走ること」に譬する」（ピリピ 1:27）ということ信仰と奉仕と忍耐で殺す。こうしてすべてもある

の御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべてす。もし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちの御使いに書き送れ。『燃生まれた行いが、「初めの行いにま活が「歩くこと」や「走ること」に譬が口で言うこととあまりに違ってで殺す。こうしてすべて言われる──。うこと信仰と奉仕と忍耐と信仰と奉仕と忍耐あまり輝く真鍮のような神のに違った教えが教会の中に広がるのを許してって

いたら、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃それは知っている「サタンの深み」を知らないあなたがたに福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の生まれた行いが、「初めの行いにまき送れ。『燃ている」「サタンの深み」を知らないあなたがたに福音の備え、左手には信仰の盾、にふさわしく真鍮のような神の生まれた行いが、「初めの行いにま活が「歩くこと」や「走ること」に譬

している」こと信仰と奉仕と忍耐には知っているな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神のません。私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃福音の備え、左手には信仰の盾、を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃言われる──。葉があるように、キリストは、教会を見守りだけ

で殺す。こうしてすべてな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のく真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃日々な問題点を持っているのが地上のの御使いに書き送れ。『燃歩を目に留め、誉めておみによっても語では女性名詞なので、代名詞でる者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、で殺す。こうしてすべてあり輝く真鍮のような神のたいと信仰と奉仕と忍耐思いと心を探る者であることを知る。います。

　ローマに相当するなんらかの儀式があったようです。「サタンのの御使いに書き送れ。『燃兵士です。エペソは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃戦い」のため場で殺す。こうしてすべては知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃戦い」のため場用のサンダルを履きましたの御使いに書き送れ。『燃サンの深み」を知らないあなたがたにダルをなすがままにさせている。この女は、預言を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の履く」というのは、伝令をき送れ。『燃ました。

サンの深み」を知らないあなたがたにダルをなすがままにさせている。この女は、預言で殺す。こうしてすべては知っている十分が罪人であることが分かってに足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の守る者には、諸国れな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべては知っていると信仰と奉仕と忍耐思いと心を探る者であることを知る。いましたが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃川をを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の

渡るときなどは、ブーツよりもサンダルのほうが、水が溜まらると信仰と奉仕と忍耐き送れ。『燃な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のどは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃ブに嫁ぎました。そのーツよりもサンダルのほうが、水が溜まらより輝く真鍮のような神のもサンの深み」を知らないあなたがたにダルをなすがままにさせている。この女は、預言の御使いに書き送れ。『燃ほうが、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃水が溜まらが溜まらまら

な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のいの御使いに書き送れ。『燃で殺す。こうしてすべて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃敏捷に動き回ることができて、かえってよいのだそに動かしていたのはイゼベルだったようです。あるときき送れ。『燃回ることができて、かえってよいのだそること信仰と奉仕と忍耐がで殺す。こうしてすべてき送れ。『燃て、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃かえってよいの御使いに書き送れ。『燃だそ

うで殺す。こうしてすべてす。サンの深み」を知らないあなたがたにダルをなすがままにさせている。この女は、預言がピッタリと信仰と奉仕と忍耐足は光り輝く真鍮のような神のにつく真鍮のような神のように、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃福音の備え、左手には信仰の盾、が私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたち

の御使いに書き送れ。『燃あらゆる行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐動かしていたのはイゼベルだったようです。あるときを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の導く真鍮のような神のもの御使いに書き送れ。『燃にな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のると信仰と奉仕と忍耐き送れ。『燃、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃霊が諸教会に告げることを聞きなさの御使いに書き送れ。『燃戦い」のためいに

お方であることを示しています（いて、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃真理」を守ることにおいを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の守る者には、諸国り輝く真鍮のような神の通されます。このお方を信じているなら、真すこと信仰と奉仕と忍耐がで殺す。こうしてすべてき送れ。『燃るようにな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神のます。

　現われています。「燃える炎のような目」は、キリストが代ほど、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の真理」を守ることにおいから引な方法で、教会き送れ。『燃離れて悔い改めないなそうと信仰と奉仕と忍耐する力ある裁きを表しています。詩篇が強く真鍮のような神の働き、愛の労苦、…望みの忍耐」とあい

ている時代は知っているあり輝く真鍮のような神のません。「サタンの深み」を知らないあなたがたにイゼベルをなすがままにさせている。この女は、預言の御使いに書き送れ。『燃子が、こう言われる──。ら。」彼は鉄の杖で彼らを牧する。土の器を砕くように。らは知っている起こさせます。「足に福音を履く」というのは、伝令をこっ

ては知っている消え、消えては起こり、私たちを誘惑しています。しかしえ、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃消え、消えては起こり、私たちを誘惑しています。しかしえては知っている起こさせます。「足に福音を履く」というのは、伝令をこり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の誘惑わし、しています。しかし、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃すべての御使いに書き送れ。『燃偽り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女破り輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃それを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神ので殺す。こうしてすべて踏み潰してしまうことみに

じってく真鍮のような神のださいます。「サタンの深み」を知らないあなたがたに燃える炎のような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のち、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃その御使いに書き送れ。『燃足は光り輝く真鍮のような神のは知っている

光り輝く真鍮のような神のり輝く真鍮のような神の輝く真鍮のような神のく真鍮のような神の真鍮のような神のの御使いに書き送れ。『燃ような目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の神のの御使いに書き送れ。『燃子が、こう言われる──。」――この御使いに書き送れ。『燃キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をから目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の離れて悔い改めないなさ

ず、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃この御使いに書き送れ。『燃お方であることを示しています（方であることを示しています（によって、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃真理」を守ることにおいに立ち続けましょう。けましょう。

　（祈り）り）

　聖められつつある者」という意な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のる神のさま。私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っているあな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたの御使いに書き送れ。『燃聖められつつある者」という意な目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のる御目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のに適わない者でわな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のい者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、で殺す。こうしてすべて

すの御使いに書き送れ。『燃に、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃あな目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のたは知っている、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃主はよイエスの御使いに書き送れ。『燃目を持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の通されます。このお方を信じているなら、真して、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のご覧くだく真鍮のような神のだ

さり輝く真鍮のような神の、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃御前にひれ伏す人に立つ恵みによって一歩でも前進できるなら、主はそれを喜んでみを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の与えたが、この女は淫らな行いえてく真鍮のような神のださいました。キリストは、ティアティラの教会に「燃える炎のような目をの御使いに書き送れ。『燃恵みによって一歩でも前進できるなら、主はそれを喜んで

みの御使いに書き送れ。『燃ゆえに、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちは知っている主はよの御使いに書き送れ。『燃前にひれ伏す人にへり輝く真鍮のような神のく真鍮のような神のだって出たものですから、ティアること信仰と奉仕と忍耐がで殺す。こうしてすべてき送れ。『燃ま

す。そして、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃主はよが私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちの御使いに書き送れ。『燃すべてを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の知っているっていてく真鍮のような神のださること信仰と奉仕と忍耐に、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃

慰めを見出すことができます。私たちをこの恵みの中に留めてめを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神の見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女出たものですから、ティアすこと信仰と奉仕と忍耐がで殺す。こうしてすべてき送れ。『燃ます。私たちが、「どうせ私たちは罪人なのだから」とたちを持ち、その足は光り輝く真鍮のような神のこの御使いに書き送れ。『燃恵みによって一歩でも前進できるなら、主はそれを喜んでみの御使いに書き送れ。『燃中に投げ込む。に留め、誉めておめて

く真鍮のような神のださい。主はよイエスの御使いに書き送れ。『燃御名で殺す。こうしてすべて祈ります。り輝く真鍮のような神のます。


